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The instability of shoulder joints has come to notice, recently. In cases with dislo­

cation of shoulder joints, deformities of the anterior labrum of the humeral head have 

been important and necessary for its diagnosis and treatment. But in cases with insta嶋

bility of shoulder joints, there are no peculiar changes in the joint structure present. 

In order to員nd out the changes in the joint structure, we have tried arthroscopy in 

these cases. Up to the present, we have performed arthroscopies on 47 shoulder sublu­

xations and 13 shoulder dislocations enabling us to find out various changes. 

This paper deals with representative arthroscopic宣ndings and operative findings and 

reports of a comparative study with pathological findings for cases with dislocation and 

instability. 

We suspected, particulaly in the anterior labrum, the changes would be placed a little 

diff!!reptly depending on whether the case was one of dislocation or one of instability. 

In cases of dislocation the changes were mainly in the lower part of the anterior labrum, 

b.ut in cases of instability they were found a little higher up. In pathological studies of 

fibrillated or detached labra, it was more di侃cult to see the changes in cases of disloca­

tion than in cases of instability. 

But in some cases of dislocation, which had occurred in simple everyday actions, the 

scopic and operative宣ndings were the same as cases of instability. 

As mentioned above, it is necessary to consider the evidence of joint instability when 

we wish to treat cases of frequent recurrent shoulder dislocations. 

特因なく肩関節痛あるいは関節不安定感， 脱力感を

訴えて来院する症例の中には肩関節の不安定性そ認め

るものが少なくなく近年注目をあびている． 従来より

肩関節前方脱臼に関 しては特異的な関節唇や骨頭軟骨

等の変化が報告されてはいるが， はたして亜脱臼例に

でも， 同様の変化が起乙るのであろうか． 我々は関節

不安定性を有する症例に対して， その関節構成体の変

化を探る為に関節鏡視を行なっている． 今回は， 反復

性前方亜脱臼例と反復性前方税臼例に関して， 関節不

安定性の為の直接的な衝撃を受けるであろうと思われ

る前方関節唇の変化について鏡視像と術中所見を比較

し合わせて病理学的変化を検討 したので報告 した．

対象および症例

今回対象とした症例は関節鏡を行なった60例であ

る． その内分けは表1の如くである．
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表1 Cases 

Recurrent anterior subluxation 47 cases 
Recurrent anterior dislocation 13 cases 

Total 60 cases 

ま ず， 代表的な症例を紹介する．

国

持続する関節不安定感， 脱力感を±：訴とする前方亜

脱臼例の鏡視では， 前方関節唇は， 中央部IC:て前方へ

まくれ込む像を呈していた． しかし， 上部， 下部に

て， その境界輪郭を明瞭に確認出来た． 術中所見で

も， 関節唇の剥離はなく， 中央からやや下方lとかけて

軽度の摩耗が見られるのみであり， あまり荒廃した感

じはなかった． 乙の摩耗 した関節唇の病理所見をみる

と表層近くまで， 弾性線維が豊富に存在し細胞浸潤は

わずかであり， 血管増生もなく炎症性変化に乏しい．

A. D. L.動作における頻回の前方脱臼感と肩関 節

痛を主訴とする前方亜脱臼例では， 鏡視にて前方関節

唇は， ほぼ全域にわたり， 完全に剥離し中央部にてあ

たかも膝メニスクスのバケツ柄損傷の様に遊離浮遊し

ていた． 術中所見でも， 上中部の関節唇は完全に剥離

し， 容易に骨頭関節寓聞に反転陥頓するととが確認出

来た． 乙の剥離した関節唇の病理所見では， 細胞浸潤

。。 。

．高度の変化
。 軽置の変it

が著明で， 間質は浮腫状を呈していた．

反復性肩関節前方脱臼の鏡視では， 前方関節唇の上

中部では， その輪郭は鮮明で， 軽度の不整を見るだけ

であるが， 下部iζ著明な不整像が見られ， 一部規j離像

も認められた． 術中には鏡視像と一致した関節唇変化

に加え亜脱臼例では， あまり見られない前方関節包の

肩甲骨頭部よりの剥離が確認出来た． 不整の見られる

関節唇の病理所見では， 表層は不整であり著明な細胞

浸潤が見られ間質の弾性線維は之 しく浮腫状を呈 して

いた．

結 果

代表的 な鏡視所見術中所見及び病理所見を紹介 し

た． 我 々 が行なっている後方穿刺による前方関節唇の

形態変化の把握は， ほぼ満足出来る結果を得る乙とが

出来た．

図1は， 今回検討した症例の前方関節唇の変化の分

布をみたものである． 前方亜脱臼では関節展全体に比

較的ビマン性lζ変化が見られ， やや上中部に多い傾向

がある． これに対 し， 脱臼例では， 変化の中心が下部

に集中している．

関節唇の変化を病理学的に検討すると脱臼例におい

て細胞浸潤， 血管増生の炎症性変化が強く， また間質
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図 2

の弾性線維が減少し浮腫様変化が著明に認められる症

例が多かった． （図2)

考 案

今回， 反復性前方亜脱臼例と反復性前方脱臼例に関

して， 前方関節唇の変化について検討を加えた． 我々

は， 亜脱臼例においては， 関節の不安定性のために慢

性的に反復する刺激によって軽微ではあるが関節唇の

広い範囲に変化が起こり， 乙れに対し脱臼例では， 単

発的に一方向への比較的大きな 外力によって初期に

は， 局所的な変化にとどまるものであろうと考えてい

る． しかし脱臼例でもA. D. L. 動作で頻固に 脱 臼

をくり返している症例では， 亜脱臼と同様に広範囲の

変化が認められる． とのような症例では， その基盤に

関節不安定性の存在は否定出来ず， 単IC加わった外力

の差により， 脱臼あるいは， 亜脱臼が生じるものであ

ろうと思われる． そこで我々は， 乙のような前方関節

唇に広範な変化が見られる脱臼例では， その関節不安

定性も充分に考慮した治療法が必要であろうと考えて

いる．

以上， 前方亜脱臼， 脱臼に関して肩関節前方関節唇

の形態変化につき検討したので報告した．
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